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すすめる製品開発・生産管理方法である (Abernathyet al. [1985J ; Burt and Doyle [1993J ; 
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返し議論をして下さった共同研究者である明治大学商学部教授小林一先生，准教授原頼利先生，広島経
済大学経済学部教授細井謙一先生に感謝いたします。












































































その後，既存の競争構造を変化させる技術革新のことである (Christensenand Bower [1996J ; 



















1975 1980 1985 
出所:Christensen (1993)， Figure 5， p.559を概略化して掲載
図1 破壊的技術の説明で示される概念図
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C 6) Christensen (1997)の初期の結論は，持続的技術と破壊的技術の両方を同一社内にもつことはでき
ない，であった。なので，破壊的技術を採用するためには別の会社をつくる必要がある。その後，破壊
的技術でターゲットとする初期の顧客の分析，技術の外部化など議論は深化している CChrist巴nsen
and Raynor [2003J ; Christensen et al. [2008J)。

































(8) それぞれ名目値で，比較のために， 1980年の日本のGDPはl兆710億ドル， 1992年は3兆7，961億
ドルであった。




























































製品性能(JjL) 400-600 450-650 
耐周年数(品質の尺度〕 約10年 約3年
価格指標 3 l 
(10) 英語で， subtract frilled features，あるいはfunctionsという言い方をする。フリルというのは，
華やかな飾りで，高機能・高品質を意味している。
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(ll) 比較のために，エアコンの消費電力は， 6畳タイプで 2.2kw，冷蔵庫500Lエコ商品で 0.093kwぐ
らいである。炊飯器は結構大きくて 1L， 5合炊き，炊飯時で1.2kwである。電子レンジも1.45kwぐ
らいが標準的な消費電力である。
































































A B C D E F 
製品構成要素の並び
図4 製品コストの下がり方概念図
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構造マトリックスは，部品の連携性について分析する手法である CBaldwinand Clark [2000J ; 




部品聞の連携性が低い製品構造になっているo それは，部品 Aも部品 Bもそれぞれの入力に対
して，独立して機能を発揮するからであるO 部品Aは部品Bがなくても機能を発俸することが






































製品やサービスについて顧客が期待するパフォーマンスと実際の一致度である (Zeithamlet al. 
[1996J， p.31)。品質には工学的や心理学的定義もある。
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